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●長年ご使用のスロージューサーの点検を！
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受付時間 ： 9時～17時
（土・日・祝日・弊社休業日を除く）

この製品には、リサイクル可能な部品が含まれています。
廃棄の際は、お住まいの地域の条例などに従ってください。



投入口・カス排出口の中に、手・指・ス
プーン・箸など調理材料以外のものは入
れない。
けがをする恐れがあります。

水につけない。水をかけない。
感電の恐れがあります。

（14 ページ参照）

運転が途中で止まった。

スクリューが回らない。

●フタがきちんと取り付けられてい
ない。

●電源プラグが抜けている。

●材料を一度に多く入れた。
 プッシャーで強く押し込みすぎた。
 材料がスクリューにはさまった。
●定格時間を越えて使っている。
●禁止食材を使っている。

●正しく組み立てなおす。
 （5 ～ 6 ページ参照）
●電源プラグをコンセントに差し
込む。

安全装置が働いています。
3 ページ の手順で対処してくだ
さい。

スクリューやフィルターが欠けたり、変形している。
煙がでる。
電源コードがねじれて戻らなくなった。

ただちに使用を中止し、「お客様
ご相談窓口」にご相談ください。

（14 ページ参照）

タンクの下からジュースが
漏れる。

●フィルターの目が詰まっている。
●各パッキンが正しく取り付けられ
 ていない。

●フィルターを掃除する。
●正しく取り付ける。
 （5 ページ参照）

TSJ800

スロージューサー

質 量品 番

定 格 時 間

150W

AC100V 50/60Hｚ

3.3kg

1.2ｍ　

15分

約50回転/分

子供だけで使わせない。
幼児の手の届く所で使わない。

子供や幼児がけがを
する恐れがあります。

移動させるときは、電源プラグを抜き、
本体とタンクを分けて持つ。

けが・破損の恐れがあります。

梱包材（ポリ袋・電源プラグのカバーなど）・
取り外した部品を、子供の手の届く場所
に置かない。

口や鼻をふさいだり、口に入れるなどし
て、窒息や誤飲する恐れがあります。

水ぬれ禁止

ぬれた手で電源プラグの抜き差しや
スイッチ操作をしない。
感電の恐れがあります。ぬれ手禁止

スイッチが「停止」になっていることを
確認してから、電源プラグを抜き差し
する。
けがをする恐れがあります。

使用後や、部品の取り付け・取り外し
および、お手入れするときは、スイッチ
を「停止」にし、電源プラグを抜いて
おく。
けがをする恐れが
あります。

運転中にフタを外さない。
運転停止後、回転が完全に止まるまでは
フタを外さない。　
けがをする恐れがあります。

30 秒以上の空運転（材料を入れない
状態での運転）をしない。　

本製品が破損する恐れがあります。

材料を多く詰め込んだり、
かたい材料を強く押し込まない。
本製品が破損する恐れがあります。

高さ415×幅145×奥行き180（mm）

仕　様



リセットスイッチ

水濡注意

お手入れのしかた

お手入れ

本体
「石けん水」または「水で薄めた中性洗剤」に浸したやわらかい布をよく絞ってふき取る。

プッシャー・フタ・各カップ・タンク・各パッキン
各部に分けて、中性洗剤をつけたスポンジで洗い、水かぬるま湯（40℃以下）でよくすすぐ。
各パッキンは外して洗ってください。

お手入れ後は、十分に乾燥させてから各部を本体にセットし（5 ～ 6 ページ参照）、直射日光の
当たらない通気性の良い場所で保管する。

各フィルター・スクリュー

本体は水洗いできないので、ぬらさない
ように注意する。故障の原因となります。

●手洗い
　中性洗剤をつけたスポンジや付属の掃除ブラシで洗い、よくすすぐ。

●食器洗い乾燥機使用
　食器洗い乾燥機の取扱方法にしたがって、洗う。
　※仕様が80℃を超える食器洗い乾燥機は使えません。

● ベンジン・シンナー・金属たわし・磨き粉・化学ぞう
きんを使わない。

● お手入れ後は、各パッキンを取り付けておく。

● カップなどに食材の色がついてしまうことがありますが、
　使用上問題ありません。

本製品は家庭用なので、業務用として
使わない。

ジュース用フィルターをフローズンに
使わない。
本製品が破損する恐れがあります。

プッシャーを強く押さない。　
本製品が破損する恐れがあります。

運転中に移動させない。
不安定な所では使わない。
けがをする恐れがあります。

定格時間を越えて使わない。
（次の運転まで1時間以上休ませる。）　
本製品が破損する恐れがあります。

製品の保護装置について

本製品は、故障を防ぐために、自動で止まることがあります。

使用中に止まった場合は、必ず「停止」を押してから
電源プラグを抜き、下記の方法で処置してください。

押す

●「ピ、ピ、ピ・・・」と警告音が鳴り、動かなくなったとき。

考えられる原因：食材を多く入れすぎたり、固い食材を入れたりして、スクリューが
回らなくなった。

処置の方法　　： ①本体からタンクを外し、タンク内の材料を
取り除く。（11 ～ 12 ページ参照）

 ②本体底面にあるリセットスイッチを押す。

●警告音が鳴らずに動かなくなったとき。

考えられる原因：定格時間を超えて長時間使用した。固い材料を調理してモーターに
負荷がかかった。

処置の方法　　：1 時間以上休ませる。
（休止時間が足りない場合、スタートを押しても動作しません。）

それでも直らないときは、14 ページ「お客様ご相談窓口」にご相談ください。

※安全上のご注意のイラストは、実際の商品とは異なる場合があります。



断面図

製品および部品の仕様は、予告なく変更する場合があります。

レシピブック※
掃除ブラシ※

プッシャー※

カップ※

電源コード

本体

注ぎ口

タンク※

フタ※

カス排出口

カス用※
カップ

投入口

フタ固定フック

電源プラグ

スイッチ

押すと、回転します。

押すと、停止します。
長押しすると、押して
いる間だけ逆回転します。

ジュースパッキン※

注ぎ口キャップ
（外せません）

（取り外せません）

タンクパッキン※

搾りカスパッキン

スクリュー※
ジュース用
フィルター※

フローズン用
フィルター※

③フタを
　外す

②回す

①フックを外す

各部の取り外しかた
電源プラグがコンセントから抜かれていること、「スタート」が押されていないことを
確認してから、取り外してください。

フタ固定フックを外す。
タンクの▲印とフタの　印が合うま
で、フタを図の矢印の方向に回して、
取り外す。

タンクから各パッキンを外す。（購入時は取り付けられています。）

必ずスイッチを「停止」にし、電源プラグをコンセントから抜いてから、
各部に分けてお手入れをしてください。

タンクを持ち上げて本体から外す。

タンクを傾けて、底の方から
スクリューを押し出して取り出す。

タンクのふちにかかっている
フィルターの上部を、内側へ
押して、フィルターを外す。

●ジュースパッキン

注ぎ口キャップを押さえ、
パッキンを引っぱって
外します。

●タンクパッキン

上に引き抜きます。

●搾りカスパッキン
　（タンク裏側）

矢印の方向に引き出します。

取り外せません。

はじめに、すべての部品・付属品が揃っていることをお確かめください。
「※」の付いた部品・付属品はお取り寄せできます。テスコム製品取扱店へ
お問い合わせください。ホームページでもご購入いただけます。
URL https://www.tescom-shop.jp/parts/

付属品

スクリュー・
フィルター
ごと外す

※この部分に手のひらや
　指をはさまないよう、
　ご注意ください。

※スクリューを落とさないよう注意して
　ください。

下から押す



この部分に材料が
溜まっている間は、
次の材料を入れない。

フローズンがタンクに半分以上
溜まってときは、次の材料を入
れない。

②フィルター

ジュース用

フローズン用

①タンク

5～10秒
長押し

押す

各部の取り付けかた
電源プラグがコンセントから抜かれていること、「スタート」が押されていないことを
確認してから、組み立ててください。

初めてお使いになるときやしばらく使わなかったときは、ご使用前に本体以外の
部品を洗ってからお使いください。（各部の外しかた・洗いかたは11～12ページ参照）

タンクに各パッキンを取り付ける。（購入時は取り付けられています。）

スクリューが回りはじめたら投入口から材料を入れ、プッシャーでゆっくり押す。

「停止」を押して運転を止め、注ぎ口キャップを閉める。

電源プラグをコンセントから抜く。

本体にタンクをセットする。

タンクにフィルターをセットする。

●ジュースパッキン

注ぎ口キャップ中央の四角い
部分に、図の向きでかぶせます。

●タンクパッキン

タンクの中央に、上から
しっかりはめ込みます。

注ぎ口がスイッチの
反対側になるように、
本体の凸部（２ヶ所）と
タンクの凹を合わせて
乗せます。

材料が途中で詰まったとき、スクリューの動きが遅く
なったとき、空回りしているときは、「逆転」を長押し
して、逆回転させます。5 ～ 10 秒逆回転させたあと、

「スタート」を押して調理を続けてください。
それでも直らないときは、電源プラグを抜いて、タンク
内のお手入れをしてください。（11 ～ 12 ページ参照）

①タンクの注ぎ口側に
ある凹凸と、フィルター
のふちの形を合わせて、
上からはめます。

②フィルターの上部を
しっかりと下に押して、
確実に取りつけます。

●搾りカスパッキン
　（タンク裏側）

図の　　の部分を、線が見えなく
なるまで、完全に押し込みます。

広い方が上

本体凸部

凸凹

断面図

● 使用後は、なるべく早くお手入れをしてください。

※使用中に運転が停止したときは、保護装置が働いています。
　3ページの手順で対処してください。

● 搾りはじめに、カス排出口から
　ジュースが少量出ることが
　あります。

丸みのある
幅のせまい方

線

● タンク内に残ったフローズンは、ゴムベラなどを使って取り出して
　ください。

● 「ピッ」と音がします。



タンクの中央にスクリューを取り付ける。

本体に各部を取り付け（5～6ページ参照）、カップとカス用カップをセットする。

「スタート」が押されていないことを確認して、電源プラグをコンセントに差し込む。

フタを取り付ける。

※フタがはまらないときは、タンク・フィルター・スクリューの取り付けを確認してください。

※タンクとフィルターのすき間に
　指をはさまないよう、ご注意く
　ださい。

中心を本体の軸に差し込みます。
左右に軽く回しながら、しっかり奥まで
押し込んでください。

①タンクの▲印とフタの　印を合わせて、フタをはめます。
②タンクの▲印とフタの▼印が合う位置まで、フタを図の矢印の方向にしっかりと回します。

③フタをしっかり取り付けたら、フタ固定フックを立てます。

注ぎ口キャップは
開ける

押す

それぞれ
真下に置く

②回す

ジュース・フローズンの作りかた

● 合計15分間使ったら、
　1時間以上休ませる。

● 使えない材料を入れない。（7ページ参照）
● 材料を一気に押し込まない。プッシャーを強く押しすぎない。
　故障する原因となります。

15分まで

「スタート」を押す。

● 材料は入れないでください。

①印を合わせてはめる

※フタを回すとき、この部分に
手のひらや指をはさまないよう、
ご注意ください。

● フローズンを作るときも、カス排出口から
　少量の液体が垂れる場合がありますので、
　カス用カップをセットしてください。



使えない材料（一例）

ジュース用の材料の準備

上手に搾るには

●固い芯

●  材料を薄く切りすぎないでください。薄すぎるとスクリューの間に入り込み、
　上手く搾れない場合があります。

フローズン用の材料の準備

●  材料は少量づつゆっくり投入してください。一度に入れると、詰まりの原因になります。

●  葉物野菜を搾るときは、水分の多い食材と葉物野菜を交互に投入してください。

●  フィルターのメッシュが詰まったり、トマトやオレンジの薄皮などがフィルターに
　張りつくと、出来上がり量が少なくなります。
　十分に搾れなくなってきたら、お手入れをしてください。(11 ～ 12 ページ参照 )

●厚い皮

とうもろこしの芯・パイナップルの芯など

メロンの皮・スイカの皮など

●粘り気の強いもの

●氷

とろろいもなど

生のかぼちゃ・ごぼうなど

★オレンジ・グレープフルーツなどの柑橘類

●乾物

●水分が少ないもの

乾燥大豆などの豆類・穀類など乾燥した材料

●固く大きな種

●凍ったままの固いもの

●熱いもの
フタ・カップは耐熱ではありません

桃の種・マンゴーの種など

●固い種が完全に取り除けないもの
柿など

材料はよく洗い、投入口 ( 約 3×4cm) に楽に入る大きさに切ってください。
付属のレシピブック 2 ページもご覧下さい。

● 外皮をむき、子房に分けるか投入口に入る大きさに切る。
※薄皮や種はそのまま搾ることができます。

★メロン・スイカ
● 皮をむき、投入口に入る大きさに切る。
※種はそのまま搾ることができます。

★りんご・なしなど　皮も食べられるくだもの
● ヘタを取り、投入口に入る大きさのくし切りにする。

★キウイなど　皮をむいて食べるくだもの
● 皮をむき、投入口に入る大きさに切る。

★いちご・ブルーベリーなど
● ヘタを取り、そのまま投入するか、大きいものは投入口に入る大きさに切る。

★パイナップル
● 皮をむき、芯を取り除いて、投入口に入る大きさに切る。

★乾燥大豆
● 乾燥大豆は 12 時間以上水に浸してもどす。（浸した水は使わないでください。）
● おたまなどを使い、大豆と同量の液体を一緒に、少しずつ投入する。（水分がないと搾れません。）

※水煮など加熱された大豆から豆乳を作ることはできません。
※出来上がった豆乳・おからは、必ず加熱してください。

★葉物野菜
● 根は切り落とし、長さ 8ｃｍ程度に切る。
※葉物野菜のみでは搾ることができません。（8ページ「上手に搾るには」参照）

★トマト・パプリカ
● ヘタを取り、投入口に入る大きさに切る。

★にんじん・大根など
● ヘタや葉を取り、長さ 10cm、2cm 角の棒状に切る。

付属のレシピブック 9 ページもご覧下さい。

★葉物野菜
● 根は切り落とし、柔らかめにゆでて 2 ～ 3 ㎝の長さに切る。

★果物
● 材料はよく洗い、皮のあるものは皮をむいて、2 ㎝角程度の大きさに切る。
※ジュースとは違い、投入した材料がすべてフローズンに混ざって出て来ます。小さな種、ヘタなども
　取り除いてください。薄皮も、むいて使うと舌ざわりがよくなります。

★豆乳・ヨーグルト（水やジュースなどの液体は使えません。）
● 製氷皿に入れる。

①材料同士が重ならないよう、平らに並べてフリーザーバックなどに入れ、冷凍する。
　（市販の冷凍果実も使えます。）
②凍った食材を、つまようじが中心まですっと刺さる固さに解凍する。
　材料が固まって凍っているときは、ばらばらに分ける。

●  タンク内に、カスを溜め過ぎないでください。フタが外れにくくなります。



使えない材料（一例）

ジュース用の材料の準備

上手に搾るには

●固い芯

●  材料を薄く切りすぎないでください。薄すぎるとスクリューの間に入り込み、
　上手く搾れない場合があります。

フローズン用の材料の準備

●  材料は少量づつゆっくり投入してください。一度に入れると、詰まりの原因になります。

●  葉物野菜を搾るときは、水分の多い食材と葉物野菜を交互に投入してください。

●  フィルターのメッシュが詰まったり、トマトやオレンジの薄皮などがフィルターに
　張りつくと、出来上がり量が少なくなります。
　十分に搾れなくなってきたら、お手入れをしてください。(11 ～ 12 ページ参照 )

●厚い皮

とうもろこしの芯・パイナップルの芯など

メロンの皮・スイカの皮など

●粘り気の強いもの

●氷

とろろいもなど

生のかぼちゃ・ごぼうなど

★オレンジ・グレープフルーツなどの柑橘類

●乾物

●水分が少ないもの

乾燥大豆などの豆類・穀類など乾燥した材料

●固く大きな種

●凍ったままの固いもの

●熱いもの
フタ・カップは耐熱ではありません

桃の種・マンゴーの種など

●固い種が完全に取り除けないもの
柿など

材料はよく洗い、投入口 ( 約 3×4cm) に楽に入る大きさに切ってください。
付属のレシピブック 2 ページもご覧下さい。

● 外皮をむき、子房に分けるか投入口に入る大きさに切る。
※薄皮や種はそのまま搾ることができます。

★メロン・スイカ
● 皮をむき、投入口に入る大きさに切る。
※種はそのまま搾ることができます。

★りんご・なしなど　皮も食べられるくだもの
● ヘタを取り、投入口に入る大きさのくし切りにする。

★キウイなど　皮をむいて食べるくだもの
● 皮をむき、投入口に入る大きさに切る。

★いちご・ブルーベリーなど
● ヘタを取り、そのまま投入するか、大きいものは投入口に入る大きさに切る。

★パイナップル
● 皮をむき、芯を取り除いて、投入口に入る大きさに切る。

★乾燥大豆
● 乾燥大豆は 12 時間以上水に浸してもどす。（浸した水は使わないでください。）
● おたまなどを使い、大豆と同量の液体を一緒に、少しずつ投入する。（水分がないと搾れません。）

※水煮など加熱された大豆から豆乳を作ることはできません。
※出来上がった豆乳・おからは、必ず加熱してください。

★葉物野菜
● 根は切り落とし、長さ 8ｃｍ程度に切る。
※葉物野菜のみでは搾ることができません。（8ページ「上手に搾るには」参照）

★トマト・パプリカ
● ヘタを取り、投入口に入る大きさに切る。

★にんじん・大根など
● ヘタや葉を取り、長さ 10cm、2cm 角の棒状に切る。

付属のレシピブック 9 ページもご覧下さい。

★葉物野菜
● 根は切り落とし、柔らかめにゆでて 2 ～ 3 ㎝の長さに切る。

★果物
● 材料はよく洗い、皮のあるものは皮をむいて、2 ㎝角程度の大きさに切る。
※ジュースとは違い、投入した材料がすべてフローズンに混ざって出て来ます。小さな種、ヘタなども
　取り除いてください。薄皮も、むいて使うと舌ざわりがよくなります。

★豆乳・ヨーグルト（水やジュースなどの液体は使えません。）
● 製氷皿に入れる。

①材料同士が重ならないよう、平らに並べてフリーザーバックなどに入れ、冷凍する。
　（市販の冷凍果実も使えます。）
②凍った食材を、つまようじが中心まですっと刺さる固さに解凍する。
　材料が固まって凍っているときは、ばらばらに分ける。

●  タンク内に、カスを溜め過ぎないでください。フタが外れにくくなります。



タンクの中央にスクリューを取り付ける。

本体に各部を取り付け（5～6ページ参照）、カップとカス用カップをセットする。

「スタート」が押されていないことを確認して、電源プラグをコンセントに差し込む。

フタを取り付ける。

※フタがはまらないときは、タンク・フィルター・スクリューの取り付けを確認してください。

※タンクとフィルターのすき間に
　指をはさまないよう、ご注意く
　ださい。

中心を本体の軸に差し込みます。
左右に軽く回しながら、しっかり奥まで
押し込んでください。

①タンクの▲印とフタの　印を合わせて、フタをはめます。
②タンクの▲印とフタの▼印が合う位置まで、フタを図の矢印の方向にしっかりと回します。

③フタをしっかり取り付けたら、フタ固定フックを立てます。

注ぎ口キャップは
開ける

押す

それぞれ
真下に置く

②回す

ジュース・フローズンの作りかた

● 合計15分間使ったら、
　1時間以上休ませる。

● 使えない材料を入れない。（7ページ参照）
● 材料を一気に押し込まない。プッシャーを強く押しすぎない。
　故障する原因となります。

15分まで

「スタート」を押す。

● 材料は入れないでください。

①印を合わせてはめる

※フタを回すとき、この部分に
手のひらや指をはさまないよう、
ご注意ください。

● フローズンを作るときも、カス排出口から
　少量の液体が垂れる場合がありますので、
　カス用カップをセットしてください。



この部分に材料が
溜まっている間は、
次の材料を入れない。

フローズンがタンクに半分以上
溜まってときは、次の材料を入
れない。

②フィルター

ジュース用

フローズン用

①タンク

5～10秒
長押し

押す

各部の取り付けかた
電源プラグがコンセントから抜かれていること、「スタート」が押されていないことを
確認してから、組み立ててください。

初めてお使いになるときやしばらく使わなかったときは、ご使用前に本体以外の
部品を洗ってからお使いください。（各部の外しかた・洗いかたは11～12ページ参照）

タンクに各パッキンを取り付ける。（購入時は取り付けられています。）

スクリューが回りはじめたら投入口から材料を入れ、プッシャーでゆっくり押す。

「停止」を押して運転を止め、注ぎ口キャップを閉める。

電源プラグをコンセントから抜く。

本体にタンクをセットする。

タンクにフィルターをセットする。

●ジュースパッキン

注ぎ口キャップ中央の四角い
部分に、図の向きでかぶせます。

●タンクパッキン

タンクの中央に、上から
しっかりはめ込みます。

注ぎ口がスイッチの
反対側になるように、
本体の凸部（２ヶ所）と
タンクの凹を合わせて
乗せます。

材料が途中で詰まったとき、スクリューの動きが遅く
なったとき、空回りしているときは、「逆転」を長押し
して、逆回転させます。5 ～ 10 秒逆回転させたあと、

「スタート」を押して調理を続けてください。
それでも直らないときは、電源プラグを抜いて、タンク
内のお手入れをしてください。（11 ～ 12 ページ参照）

①タンクの注ぎ口側に
ある凹凸と、フィルター
のふちの形を合わせて、
上からはめます。

②フィルターの上部を
しっかりと下に押して、
確実に取りつけます。

●搾りカスパッキン
　（タンク裏側）

図の　　の部分を、線が見えなく
なるまで、完全に押し込みます。

広い方が上

本体凸部

凸凹

断面図

● 使用後は、なるべく早くお手入れをしてください。

※使用中に運転が停止したときは、保護装置が働いています。
　3ページの手順で対処してください。

● 搾りはじめに、カス排出口から
　ジュースが少量出ることが
　あります。

丸みのある
幅のせまい方

線

● タンク内に残ったフローズンは、ゴムベラなどを使って取り出して
　ください。

● 「ピッ」と音がします。



断面図

製品および部品の仕様は、予告なく変更する場合があります。

レシピブック※
掃除ブラシ※

プッシャー※

カップ※

電源コード

本体

注ぎ口

タンク※

フタ※

カス排出口

カス用※
カップ

投入口

フタ固定フック

電源プラグ

スイッチ

押すと、回転します。

押すと、停止します。
長押しすると、押して
いる間だけ逆回転します。

ジュースパッキン※

注ぎ口キャップ
（外せません）

（取り外せません）

タンクパッキン※

搾りカスパッキン

スクリュー※
ジュース用
フィルター※

フローズン用
フィルター※

③フタを
　外す

②回す

①フックを外す

各部の取り外しかた
電源プラグがコンセントから抜かれていること、「スタート」が押されていないことを
確認してから、取り外してください。

フタ固定フックを外す。
タンクの▲印とフタの　印が合うま
で、フタを図の矢印の方向に回して、
取り外す。

タンクから各パッキンを外す。（購入時は取り付けられています。）

必ずスイッチを「停止」にし、電源プラグをコンセントから抜いてから、
各部に分けてお手入れをしてください。

タンクを持ち上げて本体から外す。

タンクを傾けて、底の方から
スクリューを押し出して取り出す。

タンクのふちにかかっている
フィルターの上部を、内側へ
押して、フィルターを外す。

●ジュースパッキン

注ぎ口キャップを押さえ、
パッキンを引っぱって
外します。

●タンクパッキン

上に引き抜きます。

●搾りカスパッキン
　（タンク裏側）

矢印の方向に引き出します。

取り外せません。

はじめに、すべての部品・付属品が揃っていることをお確かめください。
「※」の付いた部品・付属品はお取り寄せできます。テスコム製品取扱店へ
お問い合わせください。ホームページでもご購入いただけます。
URL https://www.tescom-shop.jp/parts/

付属品

スクリュー・
フィルター
ごと外す

※この部分に手のひらや
　指をはさまないよう、
　ご注意ください。

※スクリューを落とさないよう注意して
　ください。

下から押す



リセットスイッチ

水濡注意

お手入れのしかた

お手入れ

本体
「石けん水」または「水で薄めた中性洗剤」に浸したやわらかい布をよく絞ってふき取る。

プッシャー・フタ・各カップ・タンク・各パッキン
各部に分けて、中性洗剤をつけたスポンジで洗い、水かぬるま湯（40℃以下）でよくすすぐ。
各パッキンは外して洗ってください。

お手入れ後は、十分に乾燥させてから各部を本体にセットし（5 ～ 6 ページ参照）、直射日光の
当たらない通気性の良い場所で保管する。

各フィルター・スクリュー

本体は水洗いできないので、ぬらさない
ように注意する。故障の原因となります。

●手洗い
　中性洗剤をつけたスポンジや付属の掃除ブラシで洗い、よくすすぐ。

●食器洗い乾燥機使用
　食器洗い乾燥機の取扱方法にしたがって、洗う。
　※仕様が80℃を超える食器洗い乾燥機は使えません。

● ベンジン・シンナー・金属たわし・磨き粉・化学ぞう
きんを使わない。

● お手入れ後は、各パッキンを取り付けておく。

● カップなどに食材の色がついてしまうことがありますが、
　使用上問題ありません。

本製品は家庭用なので、業務用として
使わない。

ジュース用フィルターをフローズンに
使わない。
本製品が破損する恐れがあります。

プッシャーを強く押さない。　
本製品が破損する恐れがあります。

運転中に移動させない。
不安定な所では使わない。
けがをする恐れがあります。

定格時間を越えて使わない。
（次の運転まで1時間以上休ませる。）　
本製品が破損する恐れがあります。

製品の保護装置について

本製品は、故障を防ぐために、自動で止まることがあります。

使用中に止まった場合は、必ず「停止」を押してから
電源プラグを抜き、下記の方法で処置してください。

押す

●「ピ、ピ、ピ・・・」と警告音が鳴り、動かなくなったとき。

考えられる原因：食材を多く入れすぎたり、固い食材を入れたりして、スクリューが
回らなくなった。

処置の方法　　： ①本体からタンクを外し、タンク内の材料を
取り除く。（11 ～ 12 ページ参照）

 ②本体底面にあるリセットスイッチを押す。

●警告音が鳴らずに動かなくなったとき。

考えられる原因：定格時間を超えて長時間使用した。固い材料を調理してモーターに
負荷がかかった。

処置の方法　　：1 時間以上休ませる。
（休止時間が足りない場合、スタートを押しても動作しません。）

それでも直らないときは、14 ページ「お客様ご相談窓口」にご相談ください。

※安全上のご注意のイラストは、実際の商品とは異なる場合があります。



投入口・カス排出口の中に、手・指・ス
プーン・箸など調理材料以外のものは入
れない。
けがをする恐れがあります。

水につけない。水をかけない。
感電の恐れがあります。

（14 ページ参照）

運転が途中で止まった。

スクリューが回らない。

●フタがきちんと取り付けられてい
ない。

●電源プラグが抜けている。

●材料を一度に多く入れた。
 プッシャーで強く押し込みすぎた。
 材料がスクリューにはさまった。
●定格時間を越えて使っている。
●禁止食材を使っている。

●正しく組み立てなおす。
 （5 ～ 6 ページ参照）
●電源プラグをコンセントに差し
込む。

安全装置が働いています。
3 ページ の手順で対処してくだ
さい。

スクリューやフィルターが欠けたり、変形している。
煙がでる。
電源コードがねじれて戻らなくなった。

ただちに使用を中止し、「お客様
ご相談窓口」にご相談ください。

（14 ページ参照）

タンクの下からジュースが
漏れる。

●フィルターの目が詰まっている。
●各パッキンが正しく取り付けられ
 ていない。

●フィルターを掃除する。
●正しく取り付ける。
 （5 ページ参照）

TSJ800

スロージューサー

質 量品 番

定 格 時 間

150W

AC100V 50/60Hｚ

3.3kg

1.2ｍ　

15分

約50回転/分

子供だけで使わせない。
幼児の手の届く所で使わない。

子供や幼児がけがを
する恐れがあります。

移動させるときは、電源プラグを抜き、
本体とタンクを分けて持つ。

けが・破損の恐れがあります。

梱包材（ポリ袋・電源プラグのカバーなど）・
取り外した部品を、子供の手の届く場所
に置かない。

口や鼻をふさいだり、口に入れるなどし
て、窒息や誤飲する恐れがあります。

水ぬれ禁止

ぬれた手で電源プラグの抜き差しや
スイッチ操作をしない。
感電の恐れがあります。ぬれ手禁止

スイッチが「停止」になっていることを
確認してから、電源プラグを抜き差し
する。
けがをする恐れがあります。

使用後や、部品の取り付け・取り外し
および、お手入れするときは、スイッチ
を「停止」にし、電源プラグを抜いて
おく。
けがをする恐れが
あります。

運転中にフタを外さない。
運転停止後、回転が完全に止まるまでは
フタを外さない。　
けがをする恐れがあります。

30 秒以上の空運転（材料を入れない
状態での運転）をしない。　

本製品が破損する恐れがあります。

材料を多く詰め込んだり、
かたい材料を強く押し込まない。
本製品が破損する恐れがあります。

高さ415×幅145×奥行き180（mm）

仕　様



受付時間 ： 9時～17時
（土・日・祝日・弊社休業日を除く）

この製品には、リサイクル可能な部品が含まれています。
廃棄の際は、お住まいの地域の条例などに従ってください。



TSJ800

●長年ご使用のスロージューサーの点検を！
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